
　平成１８年度がスタートしました。工業研究所は

地域中小製造業皆様方のパートナーとして、技術

を基点とした支援業務を皆様方との協働により実

施してまいります。工業研究所は昨年度より、従

来の運営方針を変更し、自らの使命を明確にして、

その使命達成のために策定した中期目標・計画に基

づいた業務運営を進めています。工業研究所が自

信と責任をもって対応できる１６のコア技術に経営

資源を集中すること、このコア技術に基づいた技

術支援の具体的達成目標と時期を明示すること、

そのプロセスの透明性を図るために、研究課題お

よび業務全般について外部の方にも評価していた

だくこと、知的財産および個人情報保護に十分配

慮しつつ、できるだけ情報を公開することなどが

その骨子です。

　このような運営指針のもとで、モノづくり中小

企業総合技術支援事業を昨年度より始めたわけで

すが、一年を経過して、なお努力を要する面が多々

あるものの、中小製造業皆様方の現場を訪問させ

ていただいたことにより、各企業が抱える技術課

題の解決に向けた受託研究に結びつくなど、具体

的成果も数多く得られました。今年度も引続いて

当該事業をさらにパワーアップして実施しますが、

本誌１月号の年頭のご挨拶で言及しましたように、

今年度は特に、我が国産業を支えるものづくり基

盤技術の人材育成に注力します。

　当地域の主要産業である自動車や工作機械など

は、めっき、プラスチック成形、金型、熱処理、

鋳造、鍛造、プレス加工、切削加工、工業塗装、

組込みソフトウェア、電子部品・デバイス実装な

どの中小企業ものづくり基盤技術との精緻な摺り

合わせなしでは成立しません。したがって、これ

ら中小企業の弱体化は我が国のものづくりそのも

のの危機でもあります。そこで、工業研究所は昨

年度より、めっき、プラスチック成形、金型、エ

レクトロニクス、工業塗装各業界団体との技術力

強化推進会議を通して最適な支援策の策定・実施

に取り組んでおり、その一環として重要かつ緊急

性の高い人材育成支援の強化を図るものです。

　経済産業省においても、中小企業ものづくり基

盤技術の高度化支援を平成１８年度の最重要政策と

位置付け、新たに中小企業のものづくり基盤技術

の高度化に関する法律を制定して恒常的に基盤技

術高度化支援を実施しようとしています。工業研

究所の技術支援の方向と軌を一にするわけですが、

それだけ重要であるということの証でしょう。

　人口減少下の社会においてものづくり競争力を

維持・発展させることは容易ではありませんが、

立ち止まっているわけにはまいりません。常識だ

と思っていることを疑ってみて、それを科学する。

そこから思わぬ発見をすることもあります。チャ

レンジなくしてイノベーションはあり得ません。

平成１８年度スタートのご挨拶
－ものづくりの持続的発展のために－

�

MEIKOUKEN TECHNICAL INFORMATION

No.663 4
2006

所長　久米　道之



�

　名古屋市工業研究所は、モノづくり中小企業の

パートナーとして、相談、試験・分析、技術者研

修、研究、技術情報の提供など、技術支援のため

の各種事業を行っています。平成１７年度からは

「モノづくり中小企業総合技術支援事業」と「工

業研究所コア技術の確立と活用を図る研究計画」

からなる中期目標・計画を設定し、平成１９年度を

目標年度として、企業・業界団体との協働をより

重視した業務体制の確立を目指しています。

【技術相談】

　日常業務の中で遭遇するトラブルや技術開発を

進める上での課題を解決するためのご相談受け

賜っています。簡単な相談は無料です。電話・Ｅ

メールで、また、直接お越しいただいても結構で

す。さらに平成１７年度からは、こうした技術課題

のより的確な把握と対処を進めるために、「モノ

づくり中小企業総合技術支援事業」の一環として、

積極的に企業の現場に出向いて意見交換を行う

「出向きます技術相談」を始めています。

【依頼試験・分析業務】

　製品の品質向上などのために、金属材料の不良

原因調査、化学材料の分析・評価、振動・騒音対

策、電子素子・実装基板の耐久性評価、電磁ノイ

ズ対策、熱伝導性評価など、さまざまな試験・分

析を行います。

【人材育成】

　技術の継承とモノづくり人材の拡大に向けて本

年度から名古屋市が取り組む「なごやモノづくり

カレッジ」事業の一環として実施します。設計技

術など全１１コースの「中小企業技術者研修」や

「中小企業研究者育成研修」、さらに平成１７年度

からフロンティア技術者育成プログラムとして開

始した、業界や企業に特有の専門技術開発力と企

画力を備えた技術者を養成するための「業界対応

専門研修」などを行います。また、「出前研修」、

「モノづくり公開講座」の二つの新規事業も始ま

ります。

【受託研究】

　新製品や新技術の開発を目的に、研究費実費を

全額（最高５００万円）企業負担でお引き受けするの

が受託研究です。研究費は、研究期間が６ヶ月以

上のものは６０万円以上、６ヶ月未満のものは月額

１０万円以上となっています。ただし、研究期間は

２ヶ月以上でその年度内に実施します。年度毎に

手続きすれば最長３年まで継続可能です。

　また、知的クラスター創生事業など提案公募型

研究において当所が担当する部分も管理法人から

の受託研究として実施します。

【業界団体との連携】

　めっき、プラスチック成形、エレクトロニクス、

金型、工業塗装など、さまざまな業界団体との間

で技術力強化推進会議を設け、業界対応専門研修

をはじめとする連携・支援の具体的なプログラム

の構築と実施を進めます。また、業界共通の技術

的課題解決を図るための業界団体等共同研究を実

施します。

【研究業務】

　技術相談、依頼試験などの支援業務に的確に対

応できる技術力の向上と具体的な製品・技術に繋

がる成果を目指して、さまざまな研究に取り組み

ます。

重点研究

　日本自転車振興会などの補助金により大型設備

を導入するとともに、当所の研究資源を重点的に

投入し、当地域にとって重要な技術開発を推進す

る事業です。

（本年度研究課題：４件）

平成１８年度主要業務案内（Ⅰ）
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・部分軟化アルミニウム合金板の容器成形に関す

る研究（薄板製軽量部品の製造技術の開発及び

シミュレーション技術）

・電子器機の高信頼化に関する研究

・バイオマス由来の環境適応材料の開発と応用

・超臨界流体の利用によるバイオプラスチックの

リサイクル技術の開発

共同研究

　先端技術との融合を図りながら、中小企業に移

転できる成果を目指して、産業技術総合研究所や

大学との共同研究を行います。

（本年度研究課題：３件）

・セラミックスコーティング膜の研究開発

・燃料電池の材料開発および実用化技術開発

・酸化チタン光触媒を利用した水処理システムに

おける各種影響因子の解明

指定研究

　当地域の産業振興に寄与する明確な目標を有す

るものとして、研究所長の指定に基づき実施する

研究です。

（本年度研究課題：１２件）

・加工機械等の性能診断技術の確立

・機能性添加剤を目指した材料開発

・吸水・吸油材料の開発とその応用

・プラスチックの熱分解を利用したリサイクル技

術に関する検討

・移動型画像計測システム

・金属材料の破損・不良調査事例のデータベース

化

・泡沫分離法に関する研究開発

・環境対応型新材料および有害微量成分の分析評

価技術の開発

・熱・温度に関する材料物性評価、熱設計技術

・金属強化マグネシウム合金複合材料の創製

・製品の長寿命化技術

　－最適設計のための微小部位応力測定－

・ナノコンポジット技術による生分解性高分子材

料の高機能化

　このほかに、下記のような業務も行っています。

【産業技術図書館の運営】

　技術図書約４０，０００冊を取りそろえており、どな

たでもご利用できます。特に日本工業規格iihr j̋ A

すべて揃っています。

【生産基盤技術レベルアップ支援事業】

　市内に事業所を有する中小企業を対象として、

生産現場における技術課題の解決を支援するため、

優れた技術・技能を有する指導員を予め登録し、

ご依頼により派遣します。

【技術普及事業】

　技術融合化シンポジウム、先端技術フォーラム

のほか、年間約５０回の講演会、講習会、研究会の

開催を予定しています。

【異業種交流事業】

　本年度も、工場見学や研修を行う異業種交流グ

ループ「テクノプラザナゴヤ」を結成し、その活

動を支援します。

【ホール、展示場、会議室の利用】

　中小企業の皆様が行う工業技術に関する講演会

や展示会、各種研修などに利用いただけるホール、

展示場、会議室を設置しています。

　詳細は、ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ/

を参照してください。また、問い合わせは研究企

画室（ＴＥＬ０５２－６５４－９８１２，Ｅメールｋｉｋａｋｕ＠ｎｍｉｒｉ．

ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ）までお願いします。
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　本誌№６６０（平成１８年１月号）でお知らせしまし
たとおり平成１８年２月２１日�～２３日�名古屋市工
業研究所で、中小企業の技術開発力の向上を支援
するためシンポジウムを開催しました。
　このシンポジウムは、～コア技術で挑むものづ
くり～をテーマに当所が取り組んできた研究の成
果発表や業界等で注目されている最新工業技術の
情報提供を講演やポスター展示によって行なうも
のです。また、新技術や新製品等の開発において
優秀と認められた企業を表彰する名古屋市工業技
術グランプリも併せて開催しました。
　平成１７年度のグランプリの市長賞には、９法人
等からなる異業種交流グループのＦ＆Ｆ研究会が開
発した「バッテリー駆動の可動式（携帯式）小型コ
ンプレッサーシステム」が選ばれました。また、職
員の研究についてのポスターコンテストでは、来
場者の投票によって「燃料電池の材料開発および実
用化技術開発」（電子技術研究室：宮田、岩間研究
員、制御技術研究室：高橋（文）研究員）が金賞に
選ばれました。
１　工業技術グランプリ
　　（応募件数：１４社１４点）
　�　名古屋市長賞
　　　・バッテリー駆動の可動式（携帯式）小型
　　　　コンプレッサーシステム Ｆ＆Ｆ研究会
　�　名古屋市工業研究所長賞（順不同）
　　　・Ｓ－ＮＡＰ/Ｆｉｅｌｄ（実装型電磁界シミュレー 
　　　　タ） ㈱エム・イー・エル
　　　・非接触式表面処理装置 ㈱シーズ
　�　財団法人名古屋市工業技術振興協会長賞
　　　（順不同）
　　　・多孔式裁断機（粉末化仕様）
 ㈱明和工業
　　　・封袋装置及び結束装置
 昭和工業㈱
　　　・Ｈ－ｅｄｇｅ（へっじ）構法
 ㈱ディーファクト
　�　財団法人名古屋市工業技術振興協会奨励賞
　　　（順不同）

　　　・節電系高輝度な外部電極ランプ照明
 ゴールドキング㈱
　　　・プラスターブラケット
 ケイジーワイ工業㈱
　　　・円型生爪 タカハシテクニア㈱
　　　・空気の敷ふとん 佐伯㈱
　　　・粉末メッキ ㈲ＭＴケミカル
　　　・災害時救急診療支援システム
 ㈱プロジェクトアイ
２　ポスターコンテスト
　�　金賞
　　　「燃料電池の材料開発および実用化技術開
　　　 発」（前出）
　�　銀賞
　　　「熱・温度に関する材料物性評価、熱設計技
　　　 術」
　　　（制御技術研究室：高橋（文）、小田、梶田研
　　　 究員、竹内室長）
　�　銅賞
　　　「チタニア架橋粘土光触媒の合成プロセスお
　　　 よび高機能化技術の検討」
　　　（無機材料研究室：大岡研究員、西室長）
　　　「吸水・吸油材料の開発とその応用」
　　　（環境技術研究室：中野、伊藤（清）、朝日、

山中研究員）

　当所が業界の協力を得て実施する業界対応専門
研修は、めっき技術研修に引き続き、エレクトロニ
クス技術関係業界を対象に２月１５、１６日の２日間開
催しました。今回は、組込みＬｉｎｕｘ研修として、実
習を中心に当所研究員が講師となり実施したもの

で、短期集中研修として、１１名が研修修了認定書を
受けました。本研修は、好評につき来年度も引き
続き実施する予定です。また、電磁ノイズに関す
る研修も来年度に向け準備中です。

業界対応専門研修（組込みＬｉｎｕｘ）を実施しました！

ポスターコンテスト金賞授与式


